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	応用
	抗原情報
	背景
	分泌リン酸化タンパク質1（SPP1）ホモ・サピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、破骨細胞の石灰化骨基質への接着に関与しています。コードされるタンパク質は分泌され、ハイドロキシアパタイトに高い親和性で結合します。破骨細胞ビトロネクチン受容体は細胞膜に存在し、このタンパク質への結合に関与している可能性があります。このタンパク質は、インターフェロンγおよびインターロイキン-12の発現を上昇させるサイトカインでもあります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2011年10月],疾患：このタンパク質は、尿路結石形成において結石基質として主要な役割を果たす。,機能：インターフェロン-γおよびインターロイキン-12の産生促進、インターロイキン-10の産生抑制に関与するサイトカインとして作用し、I型免疫に至る経路において必須である。,機能：ハイドロキシアパタイトに強く結合する。石灰化基質の不可欠な部分を形成すると考えられる。細胞-基質相互作用において重要であると考えられる。,オンライン情報：オステオポンチンのエントリー,PTM：クラスター化したセリン残基が広範囲にリン酸化されている。,PTM：N-およびO-グリコシル化されている。,類似性：オステオポンチンファミリーに属する。,サブユニット：インテグリンα-V/β-3のリガンド。,
	研究分野
	焦点接着;ECM-受容体相互作用;Toll_Like;
	画像データ
	

	オステオポンチン抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	OPNポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	1：500に希釈したOPNポリクローナル抗体を用いた453細胞のウェスタンブロット分析

